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⽼化に伴い、睡眠形態には⼤きな変化が認められる。例
えば、歳をとるとヒトを含む哺乳動物では睡眠の不安定
性すなわち睡眠エピソードが持続できなくなる睡眠の断
⽚化が認められる。睡眠断⽚化は、さまざまな健康障害
につながることが報告されている。また、こういった微
細な睡眠変化は様々な⽼化関連神経変性疾患の発症前段
階で認められる。したがって、⽇常⽣活に⽀障をきたし
うる睡眠変化の予防や改善は健康寿命の延伸につながる
重要な課題である。本発表では、これまで明らかになっ
てきた視床下部を介した睡眠断⽚化制御メカニズムと睡
眠障害が全⾝の⽼化現象に影響を及ぼしうるメカニズム
について紹介したい。


